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源平合戦図屏風（左隻・屋島）　江戸時代
� 香川県立ミュージアム蔵

　平安時代末期に展開された源氏と平氏の戦いの様子は、創作も散りばめられなが
ら『平家物語』などの軍記物語で語られ、多くの絵画の題材とされてきた。
　元
げん

暦
りゃく

 ２ 年（1185）に起きた屋島合戦も好まれた画題の一つであり、室町時代には
屋島合戦の絵

え

巻
まき

物
もの

が公
く

家
げ

の間で鑑賞されていたことが記録に見える。後には大画面
にも描かれるようになり、江戸時代に入ると屋島合戦と一の谷合戦を組み合わせた
屏風が数多く制作された。
　物語では屋島を舞台に様々な逸話が語られる。源氏の大将・源

みなもとの

義
よし

経
つね

の身代わり
となって家臣の佐藤継

つぐ

信
のぶ

（嗣
つぎ

信
のぶ

とも）が平
たいらの

教
のり

経
つね

に射られた「嗣信最
さい

期
ご

」や、平氏
方が船に掲げた扇を那

な

須
す の

与
よ

一
いち

が約77ｍ離れたところから射落とした「扇の的」、敵
に弱い弓を使っていると知られないよう、義経が落とした弓を命がけで拾った「弓
流し」等であり、江戸時代には忠義・武芸に優れ、名誉を重んじる理想の武士像を
示す逸話として受容されていたという。本図では、瀬戸内海に囲まれ松がまばらに
生える屋島を中央に描き、浜辺に源氏軍、船上に平氏軍、両軍がぶつかる波打ち際
に逸話の場面を配している。描かれた数多の兵からは戦場のダイナミックな光景を、
細部では物語を読み解く楽しみを味わうことができる。

常設展「源平合戦を描く」（会期11月 １ 日（金）～12月22日（日））前期展にて12月 １ 日�
（日）まで展示。

� 香川県立ミュージアム　学芸員　藤井　俊輔

●�キラリとひかる企業探訪�

高松空港株式会社

●津波防災の日に思う
� 四国地方整備局長　豊　口　佳　之

●香川県の障害者雇用～ともに働くを当たり前に～
� 香川労働局職業安定部職業対策課
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アンケート調査

調査研究

経営情報

ミニ情報

My Health

労務 Q&A

最近の内外経済

香川の経済

❶ 津波防災の日に思う
四国地方整備局長　豊　口　佳　之

❷  開港35周年！航空路線とサービスの充実で人と街を元気に
する空港を目指して

高松空港株式会社

❽  香川県内企業経営動向調査による景況感の現状および見通しについて 
（2024年 9 月実施）～ 2 期連続プラス～

一般財団法人百十四経済研究所調査部 研究員　永　峰　ゆかり

�  県内企業の2024年問題への対応状況等について
一般財団法人百十四経済研究所調査部　山　口　良　三

�  小地域（市町レベル）の産業連関表の作成と課題
一般財団法人百十四経済研究所 調査部長　丸　髙　浩　毅

� 香川県の障害者雇用～ともに働くを当たり前に～
香川労働局職業安定部職業対策課

�  香川県及び県内各市町の2024年基準地価について 
～ 32年連続の下落も、下落幅は 3 年連続で縮小 ～

一般財団法人百十四経済研究所調査部 研究員　永　峰　ゆかり

� 矢は放たれた
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

� これからの経営に活かす 攻めの労務管理
社会保険労務士　佐　藤　秀　樹

� 催し物のお知らせ

�  景気は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復している

� 緩やかに持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

�  広告

� 四国霊場休日へんろ Vol.4　第四番 大日寺

香川用水記念公園（紅葉）
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）
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三十三観音像

大日堂（本堂）鐘楼門

第四番

大 日 寺 寺名

宗派

本尊

開基

真言

創建

黒
こく

巌
がん

山
ざん

遍
へん

照
じょう

院
いん

大
だい

日
にち

寺
じ

東寺真言宗

大日如来

空海

弘仁 6  （815）年

おん あびらうんけん ばざらだとばん美しい仏像に心洗われる山の寺
　阿讃山脈の一つの尾根の緩斜面に、静かにたたずむ大
日寺。澄んだ山の空気に包まれ幽玄な雰囲気が漂います。
　寺伝によると、弘仁 6（815）年、空海がこの地で修
行中に大日如来を感得し、自ら一尺八寸（約5．5㎝）の
大日如来像を刻んで本尊とし、寺を創建したといわれま
す。大日寺とはこの本尊にちなんだ命名、山号の黒巌山
は黒谷という地名から古くはこの寺が「黒谷寺」と呼ば
れていたことに由来します。
　その後、荒廃と再興を繰り返しましたが、慶安 2
（1649）年以降、阿波藩主・蜂須賀家の帰依を受けて堂
塔の修理が進み、今に至ります。
　朱塗りの鐘楼門をくぐり、石畳をまっすぐ進むと、正
面に本堂、右手には大師堂が見えてきます。本堂の現在
の本尊（推定1407年作）は秘仏ですが、前仏の総檜造り
の大日如来坐像や大師堂の大師像はお堂の外から拝観可
能。また、本堂と大師堂を L字型につなぐ回廊には木
造の三十三観音像が安置され、ガラス越しに拝観できま
す。掃き清められた境内で、美しい仏像に手を合わせ心
洗われるひと時を過ごしてみてはいかがでしょうか。

住所：徳島県板野郡
板野町黒谷字居内28
アクセス：公共交通
／ JR高徳線板野駅
→徳島バス鍛冶屋原
線・羅漢下車→徒歩
約 2 km
車／高松自動車道板
野 ICから約 7 km

わたしの推しポイント
四国霊場には大日寺が 3 箇寺ありますが、
ここ四番大日寺は三方山に囲まれた美しい
お寺で、石と花が印象に残っています。遍
路で巡拝したのが 6 月だったので、鐘楼門
から本堂につながる石畳と灯篭の傍らで咲
く紫陽花が見事でした。鐘楼門を背に、
「大日寺」と刻まれた石碑前がお勧めフォ
トスポットです。（百十四経済研究所 専務
理事所長 澁江政興）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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